
第２回マンション管理適正化推進計画検討委員会（令和 3 年 7 月 14 日） 

 

令和 2 年度マンション管理状況調査結果（経年別） 

１ 管理組合運営における将来の不安 

 役員の担い手不足や組合活動に無関心な区分所有者の増加に対する不安を持つ組合の割合は、

築 30 年を境に 3 割を上回る 

 修繕積立金の不足に対する不安を持つ組合の割合は経年に関わらず 3 割近くに上り、大規模修

繕工事の実施時期にあたる築 10 年以降は 3 割を上回る（長期修繕計画の認知が低い可能性） 
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